
岡山県作業療法士会は1976年に発足して46年が経過します。

その間に、一般社団法人格を取得し2016年には会員数1000人を超える大きな職能団体へと成長しました。

　近年は20代から30代の会員が多く、また、作業療法を必要とする対象者の増加や対象範囲の拡大に伴

い、会員の皆様へ専門職としての研鑽をする場や研究成果の発信の場を提供してまいりました。

　一方で、会員増加に伴い、施設代表者会議をはじめとして執行部と会員の皆様との情報共有の場を十

分に作ることができておらず、双方向のコミュニケーションになっていないことを反省しております。

　既に3月13日の岡山県作業療法学会、6月11日の新人歓迎研修会で参加していただいた県士会員の先生

方にはお知らせしましたが、今後は職能団体としてより機能的に活動していくため、また、組織率の

アップと県内のOTが更に活躍できるよう、組織強化委員会と調査部と連携して「支部制」の構築に向け

て施設代表者会議を進めているところです。

　支部制の目的については以下の通りです。

・会員へ身近な職能団体となる
・双方向のコミュニケーション可能な体制作り
・県士会活動の活性化
・県民医療の質向上に寄与する
・組織率の向上
・作業療法の質の担保

本年度、施設代表者会議を4回開催し、県士会員

の先生方とどのような県士会が最適なのか議論を

させていただきたいと思います。

　会員の皆様のご協力を宜しくお願いいたします。

岡山県作業療法士会

副会長　大月　博

『組織の成長』
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■ 学術部  

部長：太田有美 

【目的・任務】 

（1）作業療法の学問的発展のための企画、運営に

関すること 

（2）会員の学術・技能の向上に関すること 

（3）学術資料の作成と蒐集に関すること 

（4）その他学術に関すること 

【活動内容】 

学術部は、身体障害部門、発達障害部門、精神障害

部門、老年期部門、学術誌編集部門より成り立ち、

各部門が特色を持って、研修会の企画・運営、学術

誌の編集を行うことなどを、主な活動としていま

す。学術部全体の活動としては、年度初めに新人

歓迎のための研修会を開催しています。この研修

会では、新人がこれから作業療法士として働くう

えで考えてほしいことや、誇りをもって仕事がで

きるような、元気の出る講演を企画しています。 

◇身体障害部門   

部長：太田有美  副部長：渡部悠司 

身体障害部門では、年 1回の研修会の企画と運営

を行っています。研修会は、領域をこえて幅広い

世代の会員の方に興味関心を持っていただけるよ

うに、皆様からのご意見を参考に時代に則した企

画と運営を行っております。また、身体障害部門

では「もっと魅力的な研修会を開催したい」、「仲

間を作りたい」との想いを持たれている方のご連

絡を心よりお待ちしております。研修会に関して

ご意見・ご要望などございましたら身体障害部門

の専用メールアドレスまでご連絡ください。 

(okot.gaku.shinsyou@gmail.com) 

◇発達障害部門 

副部長：森川芳彦 

年 1 回、会員に対して研修会の企画運営を行って

います。研修会の内容は、臨床で役立つような知

識・技術をテーマにしています。また、その時のホ

ットな話題をテーマにしています。皆さん、研修

会に振るってご参加ください。 

◇精神障害部門 

副部長：川上孝行 

精神領域における情報提供と、参加者同士が意見

交換できるグループワークを取り入れた研修会を

企画・運営しています。特にここ数年は勤務する

分野にかかわらず、精神領域に興味のある方が気

軽に研修会に参加できるような工夫を凝らしてい

るつもりです。主体的、受動的どのような参加姿

勢でも大丈夫ですので、ぜひとも覗いてみてくだ

さい。 

◇老年期部門 

副部長：牧卓史 

老年期部門では、会員の卒後教育に貢献すべく、

老年期特有の症候やトピックスに着目した研修会

を年 1 回企画開催しています。県内でも熱量の高

いと噂の部員 6 名を中心に活動しています。当部

では新規部員を大募集中です。興味のある方は連

絡ください！楽しいですよ～。 

◇学術誌編集部門 

副部長：大野宏明 

学術誌「作業療法おかやま」は年 1 回発行してお

り、特集、研究報告など、作業療法の発展と技術の

向上につながる情報を発信しています。会員皆様

の日々の臨床や研究成果の投稿をお待ちしており

ます。また、メディカルオンラインによる電子配

信が始まり、多く方に気軽に読んでもらえるよう

になりました。皆様にとって有益な学術誌となる

よう取り組んでいきたいと思います。 

 

■教育部 

部長：妹尾勝利 副部長：田中俊祐 守山峻 

【目的】 

目的は，1）現職者共通・選択研修を開催すること、

2）日本作業療法士協会生涯教育制度推進担当者会

議へ委員を派遣し、必要な情報を会員の皆さまへ

お伝えすること、になります。 

【活動内容】 

今年度もコロナウイルス感染症の影響を受けて、

すべての研修会をリモートで開催します。現職者

共通研修は 10テーマを 7月・10月・2月の 3回

に分けて開催します。「事例報告」は 2月に開催

しますので、まだの方はご準備ください。また、

現職者選択研修は身体障害領域の研修を 12月に

開催します。尚、現職者共通研修の「事例報告」

の読み替えは随時行っていますので、該当される

方は必要書類を教育部メールまで PDFで送ってく

各部・委員会紹介      
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ださい。（oka_ot_kyouiku@yahoo.co.jp） 

 

■保険部 

部長：藤岡晃  副部長：村尾利之 

【目的】 

各報酬制度に関する情報把握や情報提供等 

【活動内容】 

県士会会員の皆様へ報酬制度に関する研修会の開

催や、メールでの質問に対応させていただいてお

ります。報酬制度はお堅いイメージを抱かれてい

る方もいらっしゃいますが、我々にとっての命綱

です。これに親しむことで、より臨床業務に深み

が増す（？）と思います。今年度は、診療報酬・介

護報酬・障害保健福祉ともに報酬改定は予定され

ておりませんが、制度にまつわる研修会等を企画

予定です。ぜひ、ご参加ください。 

 

■事業部 

部長：古澤潤一 副部長：酒井英顕 妹尾洋明 岩

井宏明 小坂美江 最相伸彦 山本昌和 

【目的】 

事業部は、県士会の各部と協力して新たな事業を

立ち上げる企画部として機能しています。主に、

他団体との交流活動、全てを対象とした研修事業

（公益活動）、一般住民への地域における講演活動

（公益活動）など多彩な業務を担当し、一般市民

や社会に対し作業療法士の職能団体として、公益

活動を行うことを目的に活動しています。 

【活動内容】 

１．他団体交流事業 

○生活行為向上マネジメントの推進活動と関連機

関・職種への情報提供 

○地域包括ケア推進委員会との共同活動 

○都道府県訪問リハビリテーション振興委員会と

の共同活動 

○障害者に対する移動支援に関する実態調査と関

係機関との情報共有 

２．研修事業 

○作業療法フェスティバルの開催（公開講座など） 

３．地域派遣事業 

○関連団体などから依頼された講師などの派遣 

令和 4 年度も、岡山県保健福祉部、岡山県介護支

援専門員協会、岡山県指定自動車教習所協会など

多くの関連団体・機関と連携や協力を行いながら

活動を行います。 

活動を通して、作業療法士としての視点や視野が

広がっていきます。また多くの事業部員とコミュ

ニケーションを図り、情報を共有することで、日

ごろの臨床での悩みを解消できる場にもなってい

ます。 

事業部の活動にご興味のある方は、是非ご一報く

ださい。okaototfesta@gmail.com 

 

■福利部 

部長：河本聡志 

平成 26 年度より福利部部長および担当理事とし

て活動しています。 

今期も引き続き、会員の皆様と御一緒に県士会活

動に取り組んでいきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。福利部は、岡山県作

業療法士会定款第 3 章第 3 条（目的）及び第 4 条

（事業）に基づき当会会員の福利厚生の向上を目

的として活動するものとなっています。今年度も

引き続き、岡山県作業療法士会傷害保険の継続い

たします。県士会員の皆様が県士会主催の研修会

や勉強会、県士会活動に関する各種会議へ参加さ

れた際に適応されるものです。今一度、県士会ホ

ームページ会員向け情報福利部を御覧になってい

ただければ幸いです。 

 

■調査部 

部長：西悠太 

【目的】 

作業療法に関する会員・会員所属施設の調査を行

う事。 

【活動内容】 

作業療法を必要としている対象者や県士会会員の

ため、会員・会員所属施設の調査を行っています。

2024 年に岡山県作業療法白書を発行予定であり、

準備をしていきます。また、施設代表者会議、組織

強化委員会と連携して、新たな体制づくりの構築

（支部制の導入）を目指します。士会活動におい

て、アンケートや調査を依頼することがあると思

いますが、今後ともご協力をよろしくお願いいた

します。 

 

■事務局 

事務局長：藤川 信 

事務局では、会の運営、財務、会員の事務手続き、

日本 OT 協会や他県士会との連絡、会員および各
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部との連絡調整、対外団体等との窓口、またリニ

ューアルしたホームページにおいては広報部を中

心としながら管理などの業務を行っています。私

たちは裏方の仕事で表へでることはほとんどない

部署ですが、法人格を持った職能団体の事務局と

して会員の皆様への情報発信や県士会の事業運営

がスムーズに行えるよう、さらに機能を高めてい

きたいと思います。 

 

■広報部 

部長：杉本努 

◇ニュース発行部門 副部長：用稲丈人 

【目的】 

 会員に対して、県士会からの情報発信を行う。 

【活動内容】 

広報誌『じゃーじゃー岡山』の発行月を今年度よ

り 1月.4月.7月.10月の発行になりました。研修

会・イベントなどの活動予定、各部からのお知ら

せ、理事会抄録、求人広告（随時）などが掲載され

ています。皆さんの県士会がどのような活動を行

っているのか広報をしています。また、ホームペ

ージには最新の情報が掲載されています。現在、

Twitterも活用しています。いち早く情報を確認す

るために、県士会 Twitter の登録もよろしくお願

いします。 

◇アピール部門 

 副部長：谷有人 

【目的】 

作業療法及び作業療法士の啓発推進を目的に主と

して県民を対象とした広報に関する企画を担い幅

広く事業を展開していく。 

【活動内容】 

岡山県内各市町村で行われる地域の福祉イベント

での県士会ブースの出展、毎年 9/25 の作業療法

の日に山陽新聞への記事広告を掲載、県士会のパ

ンフレットや広報用のグッズの作成などを行って

おります。山陽新聞記事広告は昨年、文章中心の

記事からイラスト中心の PRに切り替え、上々の

反響を得ることができました。今年は写真を主体

に作業療法士の働く現場を紹介する予定です。地

域の福祉イベントはコロナ禍で開催できていませ

んでしたが、今年は感染対策を行った環境でのイ

ベント開催が予定されております。現在 webを使

用した活動に興味のある会員を募集しております

ので興味のある方はぜひお声をかけて下さい。 

■MTDLP 普及推進委員会 
委員長 米井浩太郎 
当委員会では年間活動として基礎研修１回、事例

検討会２回、指導者養成勉強会１回を企画してい

ます。普段の臨床に役立つ OT に必要な知識だけ

ではなく、地域で必要とされる OT になる大切な

知識を普及推進しています。岡山県だけでなく他

県でも受講可能です。まだ未修了の方はよろしく

お願いいたします。各地域で指導者が不足してい

ます。こちらもぜひチャレンジしてみてください。 
 

■学会準備サポート委員会 

委員長：太田有美 

【目的】 

学会運営における経験の有無にかかわらず、学会

長や学会実行委員を担っていただけるよう、理事

会との橋渡しをし、企画・運営をサポートするこ

と。 

【活動内容】 

学会実行委員が学会の企画を立てやすいように、

委員会でロードマップを作成し、それに沿って進

めていただいています。新規の企画は、予算や会

員のニードにあったものとなるよう実行委員とと

もにブラッシュアップし、理事会で審議を行い、

学会長の思いが形となるよう取り組んでいます。 

 

■子ども地域支援委員会 

委員長：森川芳彦 

【目的】 

子ども領域において作業療法士を地域に派遣する

事業を実施する。地域に派遣可能な作業療法士を

育成する。 

【活動内容】 

作業療法士を地域（幼稚園・保育園・放課後児童ク

ラブ・小中学校・特別支援学校）に派遣する事業を

行っています。現在、主に放課後児童クラブに派

遣しています。放課後児童支援員に対する発達障

がい児への対応研修などの講師の派遣もしていま

す。また、年 2 回、人材育成のための研修会を企

画運営し、地域に派遣可能な作業療法士を育成し

ています。今年度は、放課後児童支援員、保育士と

の合同研修会を開催する予定です。皆さん、振る

ってご参加下さい。 
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■災害対策委員会 

委員長：大月博 

【目的】 

岡山県内外で大規模災害が発生した際に、初期か

ら始まり長期にわたって必要な対応が迅速かつ有

効に提供・供給できるような体制を整備する。 

【活動内容】 

大規模災害発生時には岡山 JRAT として医師、PT、

STと多職種協働で支援できる体制を構築できるよ

う活動を進めています。今年度も岡山県からの委

託事業として災害リハビリテーション研修を実施

します。また、OT協会主催、大規模災害シミュレ

ーション訓練にも参加します。 

 

■サテライト事務所運営委員会 

委員長：藤川 信  

サテライト事務所を設置後、6年目となりました。

事務局の業務もサテライトへの移行も進み本部と

役割分担を行いながら業務遂行する事が出来てい

ます。2名の事務員も今は県士会の事業運営には欠

かすことの出来ない存在となり、積極的に事務所

の業務を遂行してくれています。今後も県士会の

スムーズな事業運営のためにも更に機能的に運用

できるよう調整を行っていきたいと思います。 

 

■施設代表者会議 
部長：妹尾勝利 副部長：大月 博 

【目的】 
施設代表者へ士会活動内容の周知を図り、施設代

表者を通してより多くの会員へ情報の配信を行う

こと、会員からのご意見やご要望を施設代表者か

ら理事会へ挙げていただくことを目的としていま

す。 
【活動内容】 
今年度は、職能団体としてより機能的に活動して

いくため、また、組織率の向上と県内の作業療法

士が更に活躍できるよう、組織強化委員会および

調査部と連携して「会員と理事会との双方向的な

やり取りができる体制づくり」の構築（支部制の

導入）を目指します。支部制の導入については、会

員の皆さま方と共に検討を進めていきたいと考え

ています。よろしくお願いします。 
 

■就労支援特設委員会 

委員長：河本聡志 

本委員会は、令和元年（2019 年）8 月開催の理事

会にて承認された特設委員会です。 

障害者をはじめ各種疾患によって就労が困難とな

っている当事者や支援学校、就労支援機関、企業

等に対して、県内作業療法士による就労支援を体

系化し、岡山県作業療法士会として支援事業を展

開していきます。また、体系化された作業療法士

による就労支援が各地域で展開可能となるように

会員への教育体制も構築していく予定です。現在

は、昨年度同様、岡山障害者就業・生活支援センタ

ー、ベネッセビジネスメイトを事務局として活動

している「クリオ会議」（参加企業：20以上、教育

関係団体：岡山県教育庁特別支援教育課、特別支

援学校 9校、医療福祉団体：岡山県作業療法士会・

岡山県精神保健福祉協会）への継続的な参加をし

ております。また今年度は、岡山県農産課、岡山県

農福連携サポートセンター、農家さんなどと事業

連携をし、障害者就労（農福連携）を推進していま

す。 

 

■組織強化委員会 

委員長：河本聡志 

本委員会は、県士会の組織率の向上・組織力の強

化を目的に、平成 28年 6月 9日開催の理事会にて

設置された、特設委員会です。 

日本作業療法士協会においても組織率向上・会員

の所属意識の向上が課題となっており、様々なこ

とに取り組まれています。 

岡山県士会においてもこれらのことに取り組んで

いかなければなりませんが、前期に引き続き各市

町村などからくる派遣依頼に対して、県士会とし

て適切な人材が派遣できるよう人材バンク（仮称）

の設置を目指します。時間がかかっており大変申

し訳ありませんが、どうぞ御協力をよろしくお願

いいたします。 

 

■地域包括ケア推進委員会 

委員長：酒井英顕 副委員長：岸本直子 

令和 3年度は岡山県下 27の市町村より 259件のリ

ハ職派遣依頼要請がありました。PT・STの協力を

えながら県士会会員 29 名の OT に参加いただき、

地域住民の介護予防について市町村の要望に応え

てきました。本年度は、派遣依頼数に対して、参加

可能な OT が十分確保できていない浅口市・新見

市・高梁市・吉備中央町・笠岡市・津山市・総社市・
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美作市・美咲町・里庄町を重点的に人材の確保を

行うべく、広報活動と人材育成に力を入れていき

たいと思います。また、県士会 HPには、地域包括

ケアシステムや地域支援事業についての知識、住

民運営の通いの場（サロン）で使用できる資料な

ど随時関連する情報を発信させていただきますの

で、ご確認下さい。 

 

■認知症支援委員会 

委員長：大森大輔 副委員長：宮城健一 

【目的】 

“認知症施策推進大綱”に基づき、認知症の人が

尊厳と希望を持って認知症とともに生きることや

認知症になっても進行を緩やかにすることに資す

る作業療法士を育成する。また、認知症があって

もなくても同じ社会でともに生きる社会の実現に

向けた地域貢献活動や調査・研究を実施する。 

【活動内容】 

認知症に関する知識を深め、地域貢献活動へ参加

できる認知症生活行為支援実践者を育成するため

の研修会と会員の皆様が地域支援事業へ参加しや

すいように、地域で活躍している作業療法士の活

動の様子などがわかるような研修会を企画してい

ます。また、認知症の人と家族の会が行っている

若年性認知症の人と家族の集い（ひまわりの会）

との連携を強化しています。ひまわりの会へ当委

員会の委員も参加しますので、興味のある方は一

緒に参加しましょう。 

 

■訪問リハビリテーション振興委員会 

委員長 岩井 宏明 

委員会では主に、訪問リハに関する研修会の実施、

訪問リハに関連する調査、訪問リハ実務者研修会

の実施等担当して行っています。訪問リハの現場

では一人で対応することも多く、不安もあると思

いますが、研修会を通して情報共有を行っていま

す。訪問リハに関わっている人数は決して多いわ

けではありませんが、こういった機会を通して同

職種での横のつながりを作っていただければと思

います。 

少人数で行っていますが、ご意見やご要望など頂

ければ真摯に対応していきますのでよろしくお願

いいたします。 

 

■臨床実習指導者養成委員会 

委員長 古澤潤一 

【目的】 

2020年度の理学療法士作業療法士学校養成施設指

定規則の一部改正に伴い、臨床実習指導の要件を

満たす実習指導者の養成を行っています。 

【活動内容】 

厚生労働省指定臨床実習指導者講習会を開催して

います。 岡山県内の作業療法士養成校 5 校に所

属する県士会会員が委員となり、講習会の準備・

運営を行っています。毎年、多くの皆様に講習会

に参加していただき、日本作業療法士協会が定め

る各都道府県の臨床実習指導者養成者の目標数は

達成されています。しかし、将来の作業療法士を

育成するためには、まだまだ多くの会員の皆様の

ご協力が必要となります。講習会未受講の方は、

是非受講していただきますようお願いいたします。 

【お問い合わせ】 

 臨床実習指導に関すること、臨床実習指導者講

習会に関することで、ご質問のある場合はメール

にてお問い合わせください。

rinsyoujissyu.okayama@gmail.com 

 

 

 

 

第 1回 子ども地域支援委員会研修会（WEB） 
放課後児童支援員と作業療法士とで合同事例検討会を開催することになりました。お互いの視点を参考に

し合いながら、事例を通じてアセスメントや支援方法についてより幅広くかつ深く学び合いましょう。皆様

のご参加をお待ちしております。 
テーマ：放課後児童クラブ-作業療法士連携事業の合同事例検討会 
日 時：2022 年 11 月 22 日(火)19:00～21:00 
会 費：県士会員 1,000 円  岡山以外の中国地区 4 県 OT 1,000 円 
    上記以外の他府県 OT 2,000 円  他職種（放課後児童支援員など） 2,000 円     
    非会員 OT 6,000 円  学生 500 円 

研修会案内       
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締め切り：2022 年 11 月 10 日（木） 
※詳しくは県士会ホームページをご参照ください。 
 
第 2回 子ども地域支援委員会研修会（WEB） 
テーマ：保育士-作業療法士の合同事例検討会 

日 時：2023年 2月 1日(水)19:00～21:00 

形 式：Zoomによるオンライン研修 

締め切り：2023年 1月 19日（木） 
 
学術部発達障害部門研修会（WEB） 
テーマ：「青年期の発達障害はそれ以前の作業療法が大事！」 

講 師：若松かやの先生（作業療法士） 所属：特定非営利活動法人 カヤノコ 

日 時：2023年 1月 22日(日)10:00～12:00（2時間） 

締め切り：2023年 1月 16日（月） 

 
MTDLP指導者養成勉強会（WEB） 
日時：令和 4年 11月 27日（日）10：00～12：00 
 
第２回MTDLP事例検討会（WEB）  
日時：令和５年 1月 29日（日）9：30～最大 12：45 
詳細は開催日か近づきましたらホームページに案内アップいたしますのでご確認ください。 
 

 

 

 

 

介護支援専門員と作業療法士の合同研修会 
 

2022 年 8月 25日に「認知症の方の生活行為向上の視点を共有し連携に繋げよう」をテーマに、毎年

恒例で行っている介護支援専門員との合同研修を開催しました。今年は 100 名近くの方に参加いただ

き、認知症の方の意思決定を支援する為のポイントやツール、社会参加の為の連携事例の紹介などの講

義を通じて、難渋する認知症の方の目標設定のヒントを得ることができました。また介護支援専門員の

視点から、サービス利用の流れや支援のポイントの話があり、制度を知るだけでなく、介護支援専門員

の方の考え方を知り理解を深めることができました。グループワークでは、明日からできる連携につい

て考え、関係性を深めることができ、目標共有を行う上で日々の情報共有の大切さを改めて感じること

ができました。 

来年度は訪問リハビリについて合同研修を企画しています。皆様のご参加を心よりお待ちしておりま

す。    
                              事業部 副部長 小坂美江（しげい病院） 
 

「高次脳機能障害又は身体障害を有する運転免許保有者の運転再開に向けた実
車評価の実施に伴う協定書」の締結について 
 

この度、（一社）岡山県作業療法士会（以下 岡山県士会）と（一社）岡山県指定自動車教習所協会（以

下 教習所協会）との間に、教習所協会に加盟の自動車教習所における高次脳機能障害又は身体障害を

有する運転免許保有者の運転再開に向けた実車評価の実施に関し、協定を締結しました。  

活動報告       
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この協定は、実車評価の実施等について必要な事項を

定め、もって、実車評価を円滑かつ効果的に実施するこ

とを目的としています。

今後、岡山県士会と教習所協会は、各々の責務の遂行

と共助により、目的を達成するための取り組みを進めて

いきます。

会員の皆様には、岡山県士会ホームページや広報誌、

施設代表者メールなどで教習所協会との取り組みや関

係書類の様式などをお伝えする予定にしています。

また、運転再開など移動支援についてのご質問やご要

望はメールにてお願いします。

【問い合わせ先】

事業部移動支援班 oka.ot.driving@gmail.com

事業部部長 古澤 潤一

オージー技研様（当会賛助会員）は、作業療法士について広報活動をされました。

岡山電気軌道『OG くんラッピング電車』内

に、作業療法広報ポスター（オージー技研作

成）が 9 月 10 日から１ヵ月間掲載され、岡山

市街地を運行されました。

このポスターは、『作業療法の日』『作業療

法』について、一般の方にとても分かりやすく

解説されています。

会員の皆さんの中には、この電車や、ポスタ

ーをご覧になった方も、おられるのではないで

しょうか？

左より、津島専務理事（自動車教習所協会）、

古澤理事、酒井理事、山本事業部副部長

オージー技研 作業療法広報活動

OG くんラッピング電車

作業療法広報ポスター
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～コロナ禍で始めた新たな趣味  ～ 

 
 
　県士会員の皆様、お疲れ様です。流
行病が3年経った今もまだまだ流行っ
ている今日この頃、皆様いかがお過ご
しでしょうか。感染予防策で活動制限

のある中、我々医療職は一般の方以上に危機感や
責任感を持ち、仕事に私生活に精を出されているこ
とと思います。ただ内心は、今まで好きでしていた
ことや今後しようと思っていたことなどが出来ず、
「もうこんな生活嫌だ！」、「飽きた！」と思っておら
れる方も少なくないのではないでしょうか。そんな
日々悶々とされておられる会員様にと思い、今回は
「コロナ禍で始めた新たな趣味活動」を調査して参
りました。
 まずは私の職場で調査(n=16)して参りました新た
な趣味としては、アウトドアでのカレー作り（スパ
イスから）、お菓子作り、家庭菜園やガーデニング、
散歩、サイクリング、滝巡り、洗車、ゴルフ、マラソ
ン、山登りなど、比較的屋外での趣味活動が挙がり

ました。
　また、大規模に調査（n=2560）さ
れた　 新たな趣味としては多い順から
懸賞応募・運動・トレーニング、ガーデ

ニング・家庭菜園、手芸、料理、（以下省略）となっ
ていました。多種多様な趣味が列挙されましたが、
最も多かった懸賞応募は全体の13%となってお
り、私としては意外な結果でした。私たち作業療法
士は対象者の活動を支援・指導する立場なのでア
クティブな新たな趣味が多かったのかもしれないで
すね。
 不安定な社会情勢はまだすぐには終わりそうにあ
りません。制限を逆手にとって始めた同じ境遇で
日々闘っている仲間たちの新たな趣
味が、これを機にあなたの新たな趣
味となればこの上なき幸せでござい
ます。

　記事を作成する際に参考にしたサイトは、
https://www.bgf.or.jp/enq/covid-9/2020_
enq_covid-19.htmlです。
参考：注1　B＆G　自粛生活を楽しく過ごすために
アンケート。コロナ禍で始めた新たな趣味は？
2022．9．5

広報部　狩屋　俊彦（川崎医科大学附属病院）

  

注1

 

 

 
 

 

 

 

 
2022 年度理事会抄録（臨時）  

日時:2022 年 6 月 3 日(金) 19：00～20：00  場所：岡山県作業療法士会事務局 Zoom システムによる Web 会議 

○全会員数 1151 名  入会 3 名 退会 5 名    

審議事項 

◎選挙管理委員会 

 役員選挙について 

 理事：定数と同数の立候補により、無投票当選 

 監事：1 名の立候補にて 1 名は理事会推薦となる。

推薦監事：香川五百里→承認 

◎会長 

活動収入と事業活動費について 総会の決算報告時

に追加資料として説明。→承認 

◎事務局 

総会後の臨時理事会について 6 月 11 日（土）総会終
了後に開催。→承認 

◎後援依頼（3 件） 

 2 件 承認  1 件 担当理事にて検討 

◎オンライン決済 

法人として携帯電話を契約し、Pass Market での運用

を継続。→承認 

 

報告事項 

◎総会について ・部会、委員会より報告事項があれ

ちょっと一息・・・     
 

理事会抄録    
 

 

次回理事会 6 月 11 日

   

ば会員に情報配信する。
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2022 年度理事会抄録（臨時）  

日時:2022 年 6 月 11 日(土) 17:30～18:00  場所：岡山県作業療法士会事務局 Zoom システムによる Web 会議 

審議事項 

◎会長、副会長、事務局長の選定について 

代表理事（会長）西出康晴 代表理事（副会長）妹

尾勝利 代表理事（副会長）大月博 事務局長 藤

川信  業務執行理事および部長・委員長の選定に

ついては次回理事会にて行う。→承認 

報告事項 

なし 

次回理事会  7 月 21 日

   

 

2022 年度第 2 回理事会抄録 
日時:2022 年 7 月 21 日(木) 19：00～22：15  場所：岡山県作業療法士会事務局 Zoom システムによる Web 会議 

○全会員数 1156 名 入会 19 名 退会 14 名（内強制退会 14 名 県士会 1 名 協会 13 名） 7 月 11 日現在 

審議事項 

◎会長 

・理事担当部局について前期と同様の担当とする。

また、業務執行理事を藤川事務局長、古澤理事、河

本理事、酒井理事、岸本理事とする。 →承認。常設

委員会、特設委員会の見直し、選挙管理委員長を検

討する。  

◎事務局 

・強制退会について、対象者が 1 名あり。9 月の理

事会で強制退会の決定を行う。→承認 

・会議費、交通費等について、会議以外の研修会運

営やその他の事業においても 500 円の会議費と交通

費を支給。また、他団体の事業においても会議費や

交通費が支給されない場合は県士会より支給。

→承認 

・理事会資料や議事録などをクラウド上で管理した

い。→承認。 

・理事会議事録作成の方法について検討を行いたい。

 →承認。担当理事で作成したものを事務局に提出し、

サテライト事務所でまとめる。  

・Twitter の活用について、各種事業開催時はツイ

ートを行う。またツイートしたい内容があれば随時

行うようにし、Twitter を積極的に活用していきた

い。→承認。広報部とも連携していく。 

・後援依頼（2 件） 

岡山県医療情報技師会主催、第 12 回岡山県医療情報

技師会研修会の後援 岡山県精神障害者家族会連合

会主催、第 14 回心のふれあい講演会の後援 

→すべて承認 

◎学術部 

○学術誌編集部門 

・作業療法おかやまの図表等の転載許諾について、

手続きや会員への広報を検討し、申請書も作成。

→承認 

◎事業部 

・2022 年度作業療法フェスティバルの開催につい

て、今年度も Web 開催としたい。作業療法紹介動画

を作成。アメポケに編集やポスター作製依頼予定。

→承認 

・岡山県障害福祉課と連携し「あいサポーター研

修」を開催予定。受講者へのバッジの発送の費用は

県士会負担。事業部が受け取り発送する。→承認。 

◎認知症支援委員会 

・岡山県長寿社会課から委託を受け認知症の人と家

族の会が開催しているひまわりの会へ、県士会とし

て会員を派遣。→承認 

・認知症の方に対して OT の視点で行える作業活動と

して「絵手紙つくり」「フォトフレーム作り」を作

成。HP へ掲載したい。→承認 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・ニュース秋号（10 月 15日発行）に各部・委員会

の紹介、活動内容を掲載。→承認 

○アピール部門 

・山陽新聞広告記事の掲載について、案をもとに検

討。→写真を使って様々な施設紹介を行う。 

◎地域包括ケア推進委員会 

・地域包括ケアシステムについて資料を作成。

→承認。今後は動画も検討していく。 

・地域包括ケア推進委員会で LINE 公式アカウント

（無料版）を作成し、地域支援事業に興味のある

方々と直に繋がる手段を設けたい。→承認 

・地域支援事業に参加している OT のインタビュー動

画を作成し、配信したい。→承認。事業部との連携

も検討する。 

○岡山県リハビリテーション専門職団体連絡会 

・地域支援事業の講師についての派遣要件を地域支

援事業の参加要件と同じとしたい。 →承認  

○OT 協会 

・9 月 3 日、4 日 研修会開催予定。東京会場での受

講に大塚氏（株式会社アールケア）を推薦。 →承認

 ○3 委員会合同委員会 

・認知症についてサロンで使用できる資料を作成。

県士会 HP に掲載。→承認。写真やイラストなどの著

作権の問題がないか、確認後掲載。
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報告事項 

◎会長 

・活動報告（他団体等） 

◎事務局 

・携帯電話の契約について、楽天モバイルに見積も

りをとった。 

◎教育部 

・7 月 10 日 第 1 回現職者共通 web 研修 ・10 月 30

日 第 2 回現職者共通研修 ・2 月 5 日 第 3 回現

職者共通研修 ・12 月 18日 現職者選択研修 開

催予定 

◎学術部 

○新人歓迎研修会 

・6 月 11 日 開催 参加者 55 名（内新人 35 名）+ 

運営スタッフ 

○学術誌編集部門 

・7 月 27 日 学術誌編集部門研修会開催予定。 

◎MTDLP 普及推進委員会 

・7 月 31 日 MTDLP 第１回事例検討会・8 月 28 日 

MTDLP 基礎研修会 開催予定 

◎子ども地域支援委員会 

・放課後児童クラブコンサルについて、依頼は合計

23 クラブとなり、7 月下旬または 8 月から開始予

定。放課後児童クラブへの事前説明会は 6 月 29 日に

実施。 

・7 月 20 日 指導・育成 OT 向け説明会 開催予定 

・チラシと OT 協会が作成した小児領域のリーフレッ

トと合わせて、子育て支援課に郵送予定。 

・吉備中央町の放課後児童クラブより研修会の依頼

があり、森川理事対応予定。 

・岡山県学童保育連絡協議会より地域サポートハン

ドブックへの執筆依頼あり。 

・広島県士会の特別支援教育関連の研修会からの依

頼は、「後援」とする。 

◎事業部 

・8 月 3 日 （一社）岡山県指定自動車教習所協会

との協定書締結について、教習所協会を訪問し今後

の活動内容について話の話し合い開催予定。 

◎臨床実習指導者養成委員会 

・7 月 2 日、3 日 第 1 回臨床実習指導者講習会開催 

受講者 68 名 欠席者 2 名 

・12 月 3 日、4 日 第 2 回臨床実習指導者講習会開

催予定 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・広報誌夏号 7 月 15 日発行  

・3 月 17 日理事会での議事録において、ニュース発

行月変更記載間違いについて。 

誤）11 月（冬号）⇒ 正）10 月（秋号） 

・広報誌秋号（10 月 15 日発行）、巻頭言検討中。 

○アピール部門 

・ビブスの作成依頼中。 

・10 月 16 日 いきいきふれあいフェスティバル倉

敷 倉敷緑地福田公園にて開催予定。 

・玉野元気が一番まつりは、玉野元気が一番展とし

て開催予定。 

◎地域包括ケア推進委員会 

◯研修班 

・応用研修会 令和 5 年 1 月〜2 月ごろ開催予定。 

○岡山県リハビリテーション専門職団体連絡会 

・時期ブロック別リーダーサブリーダーを育成する

リーダー研修会を企画していく。 

・県を含め全県下の市町村担当者を交えての連絡会

を 10 月頃開催予定。 

・10 月 16 日 第 1 回 SU 研修会 開催予定 年 2 

回開催を計画していく。 

○地域包括ケア学会 

・令和 5 年 9 月 24 日に開催で準備（他の候補日は 9

月 10 日）。大会長 PT 県士会会長國安先生、実行委員

長酒井理事、川崎医療福祉大学で開催し、現在組織

構成を編成中。開催形式については保留。 

 次回理事会  9 月 22 日

   

 

 

 

事務局からの報告 

重要 個人情報管理の変更について 
会員の皆様の個人情報(一部の情報は除く)は H30 年 4 月 1 日より、日本作業療法士協会会員管理シス

テムにて管理(1 本化）しています。詳細は岡山県作業療法士会ホームページ(会員向け情報・事務局）を

ご参照ください。 
重要(お願い）日本作業療法士協会の登録情報の確認について 
日本作業療法士協会誌の事務局からの重要なお知らせに必ずお目通し下さい。登録情報は統計資料とし

て非常に重要なデータとなります。また、岡山県作業療法士会としても H30 年 4 月 1 日より、個人情報の
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管理を 1 本化するにあたり、日本作業療法士協会の登録情報に誤りがある場合、発送物が届かなくなる可

能性もございます。 
重要 2018～2022 年度に入会した皆様へ(付帯情報登録のお願い) 
会員情報(付帯情報)の入力が完了しておられない方は必ず登録をお願いします。 

(日本作業療法士協会誌参照） 
発送について 
日本作業療法士協会の発送区分に従い送付する事となりますのでよろしくお願いします。 

会員情報の閲覧・更新方法 
 勤務先の異動や退職により自宅会員になられる場合など変更がありましたら、日本 OT 協会ホームペー

ジの会員ポータルサイトへログインし、閲覧・修正して下さい。 
岡山県作業療法士会への入会について 
入会申込書はホームページからダウンロードし、事務局まで郵送してください。 

新人会員の方へ 

新人会員の方はなるべく早く入会手続きを行ってください。また、所属施設において新人会員の方

がいる場合は、お声かけをお願いいたします。  

退会について 

岡山県作業療法士会を退会される場合は、退会届をホームページからダウンロードし、必ず事務局

まで退会届を郵送してください。 

休会について 

日本作業療法士協会を休会されると、自動的に県士会も休会になります。休会を希望される方は、

日本作業療法士協会に問い合わせを行い、休会届をご請求ください。尚、県士会のみの休会はできま

せんので、ご了承ください。 ※詳細については、日本作業療法士協会のホームページをご参照くだ

さい。 

年会費について 

会員年会費:１０,０００円 

新入会員：１１，０００円(年会費＋県士会入会金１，０００円) 

原則、全会員が自動引き落としでの会費徴収となります。まだ、申し込みをされていない方は至急

申し込みをお願いいたします。申し込み用紙を紛失された方は事務局までご連絡ください。 

会員増加により会費の処理業務も大変になっています。ご協力をお願いいたします。 

※自動引き落としの申し込みをされていない方は至急入金をお願いします。定款規約第 10 条第 1

号の 3 項に基づき、2 年未納の方は除名になるおそれがありますのでご注意ください。 

振込先 中国銀行 奉還町支店 普 １９２１６７１ 

一般社団法人 岡山県作業療法士会  

代表理事 西出康晴 

県士会主催研修会の申し込み及び参加費の納入方法について 
県士会主催の研修会への参加申し込みはホームページ上からお願い致します。今年度より、研修会

の参加費の徴収は Pass Marketを使用いたします。詳細ついては、ホームページの研修会の案内を

ご参照下さい。  

研修会参加費について 

該当年度の会費未納者は研修会参加費が非会員扱いとなっています。 

自動引き落とし申し込み済者は会員扱いとなります。研修会へ参加される 1週間前の時点で入金が 

確認できない場合は、非会員扱いとなりますのでご注意ください。 
  

事務局長：藤川 信  万成病院 県士会専用 TEL ０８６－２５６－２７０１ 

              FAX ０８６－２５６－２７０２                       

E-mail  okaot_jim@okayama-ot.or.jp 
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医療法人晴風園　川西リハビリテーション病院
職種：作業療法士

募集人数：15人

勤務開始予定日：令和５年４月１日

給与条件：基本給207,500円～249,500円　※諸手当あり

　　　　　賞与年２回（夏季2.0ヵ月　冬季2.0ヵ月）

勤務時間：8:30～17:15（休憩45分　8時間勤務）

休日・休暇：シフト制　年間公休数109日～111日※年度により変動

　　　　　　夏期休暇3日、慶弔休暇、年次有給休暇（初年度10日）

問い合わせ先：医療法人晴風園 今井病院 新病院開設準備室

電話 072-733-0118・e-mail ima-jinji@mc-seifuen.jp

詳しくはこちら：https://www.mc-seifuen.jp/job/job/show/12
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橋本義肢製作（株）は、
おかげさまで創業80年を超えました。
　　　　　　　(1940年　昭和15年　創業）

今までの技術を残しながら、
新しい技術や知識を積極的に取り入れ、
新しい分野を今以上に創造できるよう、
努力いたします。
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本部
〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14
TEL.086-420-1500㈹

倉敷市茶屋町2104-1　TEL.086-420-1500㈹　www.heart-swich.com
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人と仕事を結びつけるネットワーク
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岡山市北区津島東4-19-27
駐車場完備

岡山大学

ナビ薬局

理大正門

������������ ������������
岡山市北区庭瀬498-2

駐車場完備

吉備小
ファミリー
マート

吉備
郵便局

⬅倉敷

吉備中

庭瀬
交差点

NTT
162

聖武福祉会
一般社団法人

想
い

理
念

法人代表は作業療法士で、

重度の障がいがある兄と一緒に過ごす中で

本当に必要と感じた福祉サービスを提供したい

という想いで創業しました。

事業拡大に伴い、随時スタッフ募集中です。
児童福祉・障害福祉にご興味のある方はお問合せください。

会
社
の
理
念
と
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
健
幸
の
上
で
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
か
ら
亡
く
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る
ま
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一
貫
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て
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提
供
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

他の事業所ではリハビリスタッフ1人のところが多いですが、当事業所は複数名リハビリスタッフがおり、一緒に学びながら療育をすることができます。
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東洋羽毛中四国販売株式会社 岡山営業所

〒700-0845 岡山県岡山市南区浜野4-3-37 0120-224711

19

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.131 2022年10月15日発行



9 13

1164

20

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.1312022年10月15日発行


